
社会学員会・経済学委員会合同 

包摂的社会政策に関する多角的検討分科会社会的包摂分科会 

（第 25 期・第 1 回） 

議事要旨 

 

日時：2020年 11月 8日（日） 午後 1時～2時 45分 

場所：Zoom会議 

 

出席者：岩崎晋也、野口定久、住居広士、湯澤直美、本田由紀、大澤真理、丸谷

浩介、須田木綿子(記録)、和気純子（世話人） 

欠席者：木本喜美子 

傍聴者：宮本太郎（議題３より参加） 

 

＜議題＞ 

１ 役員の選出 

 

委員長：和気純子 

副委員長：須田木綿子 

幹事：岩崎晋也  

 

２ 特任連携会員の推挙 

 

第 24期は、地域における包摂的社会政策の新展開について検討をしてきた。第

25期には新しい分科会メンバーにも加わっていただきながら、第 24期以来の成

果を著作としてまとめることを目指す。その継続のため、宮本太郎前分科会委員

長には、当分科会に引き続きご参加いただくことが必要である。 

 

３ 前期からの申し送り事項の確認と今期の活動の検討 

 

・前述の著作の刊行とともに、提言の発出を目指す。 

・二年先程度を見通して、包摂的社会政策における学術的立場からの貢献の重要

性を、これまでの本分科会の蓄積をふまえて整理し、今後にむけての提言を行う。 

・テーマの絞り込みと誰宛の提言であるのかを明確化することが課題 

・焦点化する内容として、排除や差別に対する有効な政策とその有効性の検証、

子どもの貧困、インクルーシブ教育、コロナ禍であらためて顕在化している差別

や排除をめぐる諸課題（非正規労働者、居住、複合災害）、外国人労働者の包摂、

生活困窮者自立支援法等に関する見直しを含めた立法政策、「知」と社会的包摂

（教育格差、学問と市民的公共圏） 

以上 



資料：これまでの当該分科会のとりくみ（大沢委員より提出） 

 

1 提言等（社会政策関連学会協議会 HPに掲載なし） 

2009年 6月 25日、日本学術会議社会学委員会経済学委員会合同 包摂的社会政

策に関する多角的検討分科会『提言―経済危機に立ち向かう包摂的社会政策の

ために』 

 

2014 年 9 月 8 日、日本学術会議社会学委員会経済学委員会合同 包摂的社会政

策に関する多角的検討分科会『提言―いまこそ「包摂する社会」の基盤づくりを』  

 

2 シンポジウム等とその概略の公刊（2010年いっぱいは協議会HPに記載なし） 

2008年 3月 22日東京大学、日本学術会議社会学委員会・包摂的社会政策に関す

る多角的検討分科会および社会政策関連学会協議会設立準備委員会主催シンポ

ジウム「グローバル化と社会政策―排除から包摂へ―」 

 

2009年 3月 30日日本学術会議、日本学術会議「包摂的社会政策に関する多角的

検討」分科会・社会政策関連学会協議会主催シンポジウム「反貧困 最前線」を

コーディネート・司会。概略は『学術の動向』2009 年 8 月号の特集２「反貧困 

最前線」として公刊 

 

2010 年 6 月 5 日同志社大学、公開シンポジウム「所得リスクにどう立ち向かう

か―社会的包摂のための社会保障」（主催：日本学術会議社会学委員会・経済学

委員会合同包摂的社会政策に関する多角的検討分科会・社会政策関連学会協議

会・同志社大学ライフリスク研究センター・同志社大学社会福祉教育・研究支援

センター）。概略は『学術の動向』2010 年 11 月号の特集「所得リスクにどう立

ち向かうか―社会的包摂のための社会保障」として公刊 

 

2011 年 6 月 25 日北海道大学、公開シンポジウム「社会サービスのユニバーサ

ル・デザイン―医療・介護・居住の新たな政策課題―」（主催：日本学術会議社

会学委員会・経済学委員会合同包摂的社会政策に関する多角的検討分科会・社会

政策関連学会協議会、後援：日本学術会議北海道地区協議会・北海道大学高等法

政教育センター）にて司会．概略は『学術の動向』2012 年 4 月号の特集２「社

会サービスのユニバーサル・デザイン―医療・介護・居住の新たな政策課題―」

として公刊 

 

2012 年 2 月 25 日（土）明治大学、シンポジウム「3.11 から 1 年－社会政策が

アプローチする復興－」（主催：社会政策関連学会協議会・明治大学労働教育メ

ディア研究センター） 

 



2014年 9月 27日日本学術会議、学術フォーラム「ニュー・ガバナンスの限界と

社会的包摂」（主催：日本学術会議社会学委員会・経済学委員会合同包摂的社会

政策に関する多角的検討分科会、共催：社会政策関連学会協議会/日本学術会議

社会学委員会社会学コンソーシアム分科会） 

 

2015年 5月 16日福井市、公開シンポジウム「地域の魅力を考える―仕事と暮ら

しを支える社会政策とは―」（主催：日本学術会議社会学委員会・経済学委員会

合同包摂的社会政策に関する多角的検討分科会・社会政策関連学会協議会、共

催：福井県、後援：福井県民生活協同組合） 

 

2017年 9月 24日東京大学、日本学術会議公開シンポジウム「再考：高齢女性の

貧困と人権」（主催：日本学術会議社会学委員会・経済学委員会合同包摂的社会

政策に関する多角的検討分科会、後援：社会政策関連学会協議会） 


